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流通とＳＣ・私の視点 
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商業副都心立地のＳＣづくり(その 11)!! 

― 準都市型ＳＣの成功のメカニズムと阪急西宮ガーデンズの事例研究 ― 

（流通とＳＣ・私の視点 1576 より続く） 
 
７）阪急西宮ガーデンズはハイブリッドモール型ＲＳＣ 

ハイブリッド型ＳＣとは、エンクローズドモール７割、オープンエアモール３割の２つの性格の異なるＳ

Ｃが融合したものです。エンクローズドモールの多核・モール型ＲＳＣはアメリカでは 20 年前に定番化（当

たり前となり勝ちパターンの武器とは成り得ない）、日本でも 2010 年頃より定番化しています。この定番化

したエンクローズドモールの多核・モール型ＲＳＣの異質化ＳＣとして登場したのがライフスタイルセン

ターです。ライフスタイルセンターは従来のＳＣの核要素とは異なるコミュニティ＆コミュニケーション

（交流の場づくり）を核要素とするＳＣですが、成立の背景に独自の集客力が必要となります。そこで、独

自集客力のある従来のエンクローズドモールの多核・モール型ＲＳＣにアウトモールとして本体のＳＣとは

異なるエンターテインメントセンターやライフスタイルセンターを付加したのがハイブリッド型ＳＣです。

阪急西宮ガーデンズはスカイガーデンのアウトゾーンを 9,000 ㎡用意し、来街者の憩いの場及びイベント広

場、レストランの借景の場としての“場”づくりを行うことによりアウトモールの性格を出しており、実質

的にハイブリッドモール型ＳＣを形成しています。多くの高層階でのオープンエアの場は必ずしも十分な集

客力はありませんが、阪急西宮ガーデンズは集客力の高さと居心地感の良い“場”ができています。 

８）阪急西宮ガーデンズは２核１モールでＭＤｉｎｇ的に棲み分けたＲＳＣ 

ＳＣは核店と専門店が相乗効果を発揮するシステム産業です。アメリカはスペシャリティ百貨店化した核

店が３～５店導入され、モールの専門店街と相乗効果を発揮しています。 

阪急西宮ガーデンズは百貨店（阪急百貨店）とＧＭＳ（イズミヤ）の２核（実質は前述したように５核）

で形成されています。 

核店とモール専門店街が相乗効果を発揮するタイプは２つあります。 

①第１は「平行型（ホリゾンタルタイプ）の核店とモール専門店街の相乗効果システム」 

アメリカは核店が自主企画ＭＤｉｎｇを行っているために核店のＭＤｉｎｇとモール専門店のＭＤ

ｉｎｇが互いに異質性を持ち客から見て２つともあって欲しいＭＤｉｎｇである棲み分け型になって

います。それゆえに、核店とモール専門店街は、品種レベル及びグレード的に選択肢の幅の広いかつ奥

の深いＭＤｉｎｇとなっています。この核店とモール専門店街のＭＤｉｎｇ上の関係を「比較購買型の

棲み分け」と言います。 

日本は核店の独自ＭＤｉｎｇが希薄なため核店とモール専門店街のＭＤｉｎｇ上の類似性が強く、比

較購買型は困難です。 

②第２は「縦型（バーティカルタイプ）の核店とモール専門店街の相乗効果システム」 

日本は核店とモール専門店街のＭＤｉｎｇ上の棲み分けが希薄（百貨店の自主企画ＭＤｉｎｇができ

ていない）なため、核店のＭＤｉｎｇとモール専門店街の同質化が起こり、核店よりモール専門店街が

規模的においても店舗数においてもＭＤｉｎｇの完成度においても上回っており、同質競争して負ける

か、異質化して残りものＭＤｉｎｇになり売れないかのどちらかになります。そこで核店とモール専門

店側のディベロッパーが互いに同質競争とならないようにＭＤｉｎｇ調整をして同一品種・同一グレー

ドの中で比較購買するのではなく、品種レベルやグレードレベルでバーティカルに核店とモール専門店

街の棲み分け手法が必要となります。 

上記のように２つのタイプの核店とモール専門店街の相乗効果の発揮システムがありますが、阪急西宮

ガーデンズは「イズミヤをベーシックゾーン」「モール専門店街をミドルクラスゾーン」「百貨店をアッパー

クラスゾーン」（実際は中上レベル）とするグレードで核店及びモール専門店街の相互間の「棲み分け」を

しています。いわゆる縦型（バーティカルタイプ）の棲み分け型業態ミックスです。それゆえに、モール専

門店街のグレード感が今一歩であり、その代わりに百貨店が中上クラスのブランドを導入し、同質競争を避

けています。 

（流通とＳＣ・私の視点 1578 へ続く） 
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